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2019 年度より、本研究の保育実習指導 II は、専任教員による保育実習の PDCA サイク
ル（計画→実践→省察→評価の 4 ステップ）を基にした授業（9 回）と現場保育者による
授業（4 回）、実習説明会（2 回）で構成されている。オンライン授業よる 2020 年度の授
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例年、3 クラスに分けるところを、112 名の履修生が 1 クラスに編成され、4 月 30 日から






































① 計画 1：3 歳以下の音楽活動
ここでは、音楽面における子どもの発達への理解に主眼を置いた。省察 1（第 1 回）の
課題の結果から、0 ～ 3 歳児の音楽活動に対して学生が抱いているイメージにはかなりば
らつきがあり、具体性に欠けることが窺えた。そこで、学生を 3 グループに分け、「3 歳
以下の音楽活動に関して不安に思うこと」、「3 歳以上であれば楽に進められると予想され
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省察は、保育実習 I とのつながりも考え、2 回に分けて行った。省察 1 では、計画 1 に
図 1　計画 1 の課題提出例
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先立ち、第 1 回目の授業で「子どもの発達過程の理解」をテーマに行われた。保育実習 I
での経験と資料を参考に、0 ～ 3 歳の子どもの発達について質問形式で確認した。
次に、これまでの実習で見たり体験したりした子どもたちの活動のテーマと内容を思い
起こさせ、課題（1 つ目）とした。そして、0 ～ 3 歳児の音楽活動ではないかと考える活動を、
マインドマップにまとめることも課題（2 つ目）とした。活動テーマ、子どもの動き、保
育者の動き（配慮）について特に考えるよう助言した。
② 実践 2/ 省察 2：音楽活動の実践その 2/ 子ども（利用者）の状態に応じた適切な関わり
についての振り返り
省察の 2 回目は、第 4 回から第 6 回に行われた音楽活動の計画と実践の流れを引き継い
だ実践と同時に行う内容とした。まず、資料を基に、0 ～ 3 歳児の発達の様子を復習した
後、計画 1 と 2 で考えた音楽活動を基にした 1 歳児用音楽活動のロールプレイ（グループ
ワーク）を課題として行った。1 グループ 7 ～ 8 名に学生を振り分け、グループごとのチャ
ネルには、予め、以下の A ～ D の手順ごとに指示を投稿しておき、学生たちは指示に従
いながらグループワークを進めた。











ルプレイは 1 人につき長くても 1 分程度にするよう注意を与えた。
D まとめとして、最後に感想を提出する。
③ 省察 3、省察 4：おたより作成（保護者支援）
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4 ）評価：保育実習Ⅰ（保育所）及び本実践全体の振り返りと自己の課題の明確化
①評価 1
評価 1 では、これまでの 3 ステップを踏まえ、保育実習 II に向けて、自己課題の明確
化を目指した。課題として、自分（達）の強みの理解に取り組んだ。保育実習における評
価表の項目を参考に 7 つのグループ（チャネル）を作り、保育実習 I の評価から強みであ







② 評価 2：保育実習 II を踏まえた自己課題の明確化
評価 2 では、保育実習 I や本授業を通した自身の保育実践力や自己課題の明確化のため、
第 2 回と第 15 回に「保育実習指導Ⅱ 保育実践振り返りシート」の記入を行った。この際に、
保育実習 II の行動目標の作成と指導も個別に行った。2020 年度は、実習を取り巻く状況
を鑑み、授業終了時の内容を前年度から若干変更してオンライン授業について尋ねた（表
3）。なお、実習後にも同じような内容を尋ねる調査を行った。







































































かというと）しやすかった」理由についても KJ 法で同様に分析した。その結果、63 個の
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べてやりにくいものであり、テキストベース、要するに、視覚的言語情報（文字情報）中
心の授業進行や解説、そして、グループワークや教員とのコミュニケーションについて、
適応が難しいことが示されていた。対面授業であれば、現実に場を共有することで、視覚
的言語情報以外の情報により理解を補足でき、また、無意識的にお互いの接触の回数も増
え、コミュニケーションが促進されるのだろう。これは授業意欲にも関連しているようで
ある。また、実践的な内容についても、体感や臨場感の伴う学びとは異なることがわかり、
今回のオンライン授業による学習効果には制限が多い可能性が示唆された。逆に、テキス
トベースのオンライン授業にやりやすさを認めた学生は、これも推測の域は出ないが、情
報が文字という客観的なものに限定されたことでコミュニケーションや授業への心理的負
担が低減されたということがあったのではないだろうか。両者の間で保育実践力の向上に
差があるのか、慎重な検討が必要である。さらに、オンライン授業がどのように保育実践
力の向上や、現実の保育士の職務理解に貢献できるのかについても、今後、検討を重ねて
いくべきである。
今回、急遽オンライン授業を実施したが、現場では、オンライン保育の実施や ICT の活
用能力といったものが今後益々保育者に求められるようになるかもしれない。保育者に求
められる学びの環境構成を改めて検討しながら、オンライン授業のバリエーションを開発
し、対面授業でも活用していくことが、今後の保育者養成に寄与するものであると考える。
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表 6　しやすかった理由
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